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(2) 表層シートに ATP を含む溶液を還流すると繊毛運動が再活性化するが， ATP のみでは繊毛波が形成されなか













(6) 生化学的解析から， cGMP による繊毛運動変化は繊毛内に含まれる何らかの蛋白質のcGMP に依存性リン酸化
と関連していることが示された。
(7) 表層シートの cGMP に対する感受性を高くする蛋白質因子を部分的に精製した。この因子は cGMP依存性の蛋
白質燐酸化酵素である可能性が高い。
以上のように，本研究は繊毛波形成に伴う個々の繊毛運動の変化を明らかにし，さらにこの変化が繊毛蛋白の燐酸化
と関わる可能性を指摘したものである。これらの知見は，生物の運動器官である繊毛の運動機構に関して，極めて重要
で新しい知見をもたらした。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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